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【はじめに】 
本博士論文の目的は，舌挙上運動が随意的嚥下運動に与える効果を明らかにすることで
ある．そのために 3 つの研究を行った．研究 1 では，液体の粘性や一回嚥下量を変えたと
き，ヒトの随意嚥下運動が変化するか，喉頭挙上に直接関与する舌骨上筋群の筋活動に焦
点をあてて検証した．研究 2 では，研究 3 の効果判定で用いる，適切な運動負荷量の検証
を目的に，舌挙上の運動負荷量と舌骨上筋群の筋疲労との関係を検証した．研究 3 では，
研究 1 と研究 2 を踏まえ，舌挙上運動が随意的嚥下運動に与える効果について前後比較試
験で検討した． 
【方法】 
研究 1-1：粘性の変化による筋活動動態について検証した．対象は健常若年者 14名 (22.8 
± 5.7 歳)，健常高齢者 16 名 (70.1 ± 3.9 歳) とした．測定課題は，水，薄いとろみ 
(50-150mPa･s)，中間とろみ (150-300mPa･s)，濃いとろみ (300-500mPa･s) の 4 条件と
し，各試料を嚥下したときの舌骨上筋群と舌骨下筋群の筋活動を計測した．なお，とろみ
の性状は日本摂食嚥下リハビリテーション学会 (2013) が規定した 3 段階を用いた． 
研究 1-2：一回嚥下量の変化による筋活動動態について検証した．対象は，健常高齢者
16 名 (70.1 ± 3.9 歳) とした．測定課題は，空嚥下，水 2ml，5ml，10ml，20ml の 5 条件
とし，各試料を嚥下したときの舌骨上筋群と舌骨下筋群の筋活動を計測した． 
研究 2：研究 3 の効果判定で用いる，舌挙上の運動負荷量を検証した．対象は健常高齢
者 20 名 (平均 70.6 ± 3.7 歳) とした．舌挙上の運動負荷量は，運動強度を舌圧 50 %，収
縮様式を等尺性収縮，運動持続時間を 30 秒，1 回ごとの休息時間を 60 秒，反復回数を 3
回に設定した．被験筋は，舌骨上筋群，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋とした．  
研究 3：舌挙上運動を行った高齢者が行っていない高齢者に比較し，随意的嚥下運動が
高まるか前後比較試験にて検証した．対象は健常高齢者 15 名 (平均 73.6 ± 3.2 歳) で，舌
挙上運動群 7 名と舌運動群 (以下，舌運動 (Sham) 群 ) 8 名の 2 群に分けた．舌挙上運
動群の運動負荷量は，運動強度が舌圧 50 %，収縮様式が等尺性収縮運動，運動持続時間
が 30 秒，1 回ごとの休息時間が 60 秒，反復回数が 3 回，1 日 1 セッション，週 3 日，4
週間とした． 舌運動 (Sham) 群 は 3 種類の舌運動，つまり前後，上下，左右の移動運
動を 10 回 1 セットとし，1 日 3 セッション，週 3 日，4 週間実施させた．主評価項目は反
復唾液嚥下テストにした．副評価項目は，①最大舌圧 (kPa)，②舌の突出－後退 (回/秒)，
③舌左右移動 (回/秒)，④下顎の挙上－下制 (回/秒)，⑤/pa/の交互反復 (回/秒)，⑥/ta/の
交互反復 (回/秒)，⑦/ka/の交互反復 (回/秒) とした．  






会嚥下調整食分類 2013 (とろみ) が規定した 3 段階の粘度，薄いとろみ (50-150 mPa･s)，
中間とろみ (150-300 mPa･s)，濃いとろみ (300-500 mPa･s) であり，50-500mPa･s の低
い粘度であっても筋活動動態の変化を引き起こす可能性が示唆された． 
研究 1-2：筋活動量は，被験筋に主効果を認めなかったが，一回嚥下量に主効果を認め
た．多重比較検定の結果，舌骨上筋群の 2 ml と 10ml，2 ml と 20 ml，5 ml と 10 ml，5 ml









研究 3：被験者 15 名を，舌挙上運動群と舌運動 (Sham) 群 の 2 群に割り付けた．舌
挙上運動群 7 名と舌運動 (Sham) 群 8 名の背景因子に有意差は認めなかった．舌挙上
運動群では，反復唾液嚥下テストが訓練前中央値 6.0 回から訓練後中央値 8.0 回と有意に
増加した．回数の増加は，舌運動と喉頭挙上の機能が向上したことが考えられる．舌運動
機能の向上は，舌の突出－後退，舌左右移動，/ta/の交互反復の項目が訓練後に有意な増
加を認めている点が支持している．舌運動は舌骨上筋群が収縮して土台としての安定性を
保ちつつ，舌筋が収縮することで生成される．そのため，舌筋だけではなく，舌骨上筋群
が筋力強化された可能性が示唆される．また，反復唾液嚥下テストは，視診と触診によ
り，喉頭挙上の回数を評価しており，舌挙上運動群での回数の増加は喉頭挙上の運動
に影響を与えていることが推測される．下顎の挙上－下制の項目が訓練後に有意な増加
を認めており，主動作筋の舌骨上筋群が筋力強化された可能性が示唆される．以上より，
反復唾液嚥下テストの回数の増加は，舌挙上運動が舌筋と舌骨上筋群の筋力を強化したこ
とで，舌運動と喉頭挙上の機能が向上したためだと考えられた． 
【結語】本研究の成果は，舌挙上運動を行うことで一定時間内の嚥下運動を多く生起でき
ること，反復唾液嚥下テストは舌筋や舌骨上筋群の筋力が強化することで回数が増加する
こと，舌挙上運動の運動負荷量を見出したことである．  
 
